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建設環境委員会会議録 

 

平成２６年６月１８日 水曜日 

  午前１０時０１分開議 

  午前１０時５０分閉議（実時間 ４４分） 

                              

○本日の会議に付した案件 

１．議案第５４号・平成２６年度八代市一般会

計補正予算・第２号（関係分） 

１．議案第６２号・八代市手数料条例の一部改

正について 

１．陳情第２号・環境センター施設整備事業に

伴う管工事の発注について 

１．所管事務調査 

 ・都市計画・建設工事に関する諸問題の調査 

 ・生活環境に関する諸問題の調査 

                              

○本日の会議に出席した者 

委 員 長  成 松 由紀夫 君 

副委員長  太 田 広 則 君 

委  員  大 倉 裕 一 君 

委  員  庄 野 末 藏 君 

委  員  古 嶋 津 義 君 

委  員  前 川 祥 子 君 

委  員  山 本 幸 廣 君 

委  員  幸 村 香代子 君 

 

※欠席委員         君 

                              

○委員外議員出席者中発言の許可を得た者 

               君 

                              

○説明員等委員（議）員外出席者 

 建設部長      市 村 誠 治 君 
 
  建設部総括審議員 
           中 山 義 晴 君 
  兼次長 
 

  土木管理課長   鶴 山 信 一 君 

 

 
  建設部首席審議員 
           羽多野 俊 光 君 
  兼建築指導課長 
 

 総務部 
 
  総務部首席審議員 
           山 本 洋 治 君 
  兼契約検査課長 
 

 環境部 

  環境ｾﾝﾀｰ建設課長 山 口   剛 君 
 

                              

○記録担当書記    松 本 和 美 君 

 

（午前１０時０１分 開会） 

○委員長（成松由紀夫君） それでは、定刻と

なり定足数に達しましたので、ただいまから建

設環境委員会を開会いたします。 

 本日の委員会に付します案件は、さきに配付

してあります付託表のとおりであります。 

                              

◎議案第５４号・平成２６年度八代市一般会計

補正予算・第２号（関係分） 

○委員長（成松由紀夫君） 最初に予算議案の

審査に入ります。 

 それでは、議案第５４号・平成２６年度八代

市一般会計補正予算・第２号中、当委員会関係

分を議題とし、説明を求めます。 

○建設部長（市村誠治君） 委員長。 

○委員長（成松由紀夫君） 市村建設部長。 

○建設部長（市村誠治君） はい。おはようご

ざいます。（｢おはようございます」と呼ぶ者

あり） 

 建設部長の市村でございます。 

 本委員会に付託されました議案第５４号・平

成２６年度八代市一般会計補正予算・第２号

中、当建設部所管分につきまして、中山総括審

議員兼次長並びに関係課長より説明させますの

で、よろしくお願いいたします。 

○建設部総括審議員兼次長（中山義晴君） 委

員長。 

○委員長（成松由紀夫君） はい、中山建設部
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総括審議員兼次長。 

○建設部総括審議員兼次長（中山義晴君） お

はようございます。（｢おはようございます｣と

呼ぶ者あり）建設部総括審議員兼次長の中山で

ございます。着座にて説明させていただきま

す。 

○委員長（成松由紀夫君） どうぞ。 

○建設部総括審議員兼次長（中山義晴君） そ

れでは、補正予算書の３ページをお開きくださ

い。 

 第１表・歳入歳出予算補正でございます。 

 款７・土木費では、補正前の額５６億３３１

６万８０００円に７５０万円を増額補正し、５

６億４０６６万８０００円といたしておりま

す。 

 内訳といたしまして、項の２・道路橋梁費

で、補正前の額１６億８３７万５０００円に７

５０万円を増額補正し、補正後の予算を１６億

１５８７万５０００円とするものでございま

す。 

 今回の補正の理由といたしましては、社会資

本総合整備事業における２６年度分の国からの

交付金の内示額が、市の予算措置額を上回って

内示されたため増額補正をお願いするものでご

ざいます。 

 節ごとに御説明いたします。１５ページをお

開きください。 

 款７・土木費、項２・道路橋梁費、目２・道

路維持費では、７５０万円の増額補正をお願い

するもので、節の１３・委託料で道路の路面等

の点検・調査に７５０万円を計上し、当初より

計画しておりました１５１０万円と合わせて２

２６０万円の予算をもちまして、その他市道６

２路線の道路路面性状調査を行うものでござい

ます。 

 次に、お手元にお配りしております資料の説

明をさせていただきます。 

 表紙右肩に黒枠で資料と記しましたＡ４版の

ものでございます。今回、補正対象の事業の概

要等を資料といたしまして、配布させていただ

いております。 

 以上で款７・土木費の説明を終わります。御

審議よろしくお願いいたします。 

○委員長（成松由紀夫君） それでは、以上の

部分について質疑を行います。 

 質疑ございませんか。 

○委員（大倉裕一君） 済みません。 

○委員長（成松由紀夫君） 大倉委員。 

○委員（大倉裕一君） せっかく資料をお配り

ですので、資料の説明を先にお願いできればと

思いますが。 

○委員長（成松由紀夫君） はい。よろしいで

すか。鶴山土木管理課長。 

○土木管理課長（鶴山信一君） 土木管理課長

の鶴山でございます。よろしくお願いいたしま

す。 

 道路路面性状調査について説明させていただ

きます。 

 資料の１ページをお願いいたします。 

 路面性状調査は、舗装の維持管理を効率的に

行うために必要な情報を得ることを目的に行う

ものです。 

 調査項目といたしまして、路面性状の３要素

のひび割れ、わだち掘れ、――これは道路横断

のでこぼこでございます。平坦性、――道路縦

断のでこぼこを資料の写真にあります自動測定

装置を装備した調査車両を通常の走行速度で走

行させ、計測するものです。 

 調査の結果は、道路維持管理指数（ＭＣＩ）

――メンテナンスコントロールインデックスと

して、路面性状の３要素を組み合わせて、舗装

路面の状態を客観的かつ数量的に、舗装の損傷

度を１０点満点で総合評価するものです。指数

が大きいほど状態がよいことを示します。 

 ２ページ目の下のほうの表にあります補修の

判断基準は、左側のＭＣＩの値が３以下で一番
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右側の備考欄の早急に補修が必要、４以下で補

修が必要、５以上で望ましい管理水準となって

おります。 

 平成２５年度に実施いたしました路面性状調

査、１級市道５２路線１０９.６キロメート

ル、２級市道１路線０.９キロメートル、その

他市道９路線１２.０キロメートル、合計６２

路線１２２.５キロメートルのうち、約１０キ

ロメートル、８.６％がＭＣＩ３.０以下となっ

ており、早急に補修が必要との結果が出ていま

す。 

 ２ページ目の上のほうの表ですが、市道の等

級別の路線数と実延長、今年度までの調査延長

と割合を示しております。 

 今回、補正をお願いしておりますのは、その

他市道２０６８路線１３９３キロメートルのう

ち、６２路線１０１.５キロメートルの調査を

予定いたしております。 

 以上で資料の説明を終わります。よろしくお

願いいたします。 

○委員長（成松由紀夫君） それでは、質疑は

ございませんか。 

○委員（大倉裕一君） はい。 

○委員長（成松由紀夫君） はい、大倉委員。 

○委員（大倉裕一君） はい。２５年度からの

事業みたいなんですけれども、この道路路面性

状調査というもの、交付金はですね、この事業

にしか使えなかったのかどうかというところを

お聞かせいただいていいですか。 

○委員長（成松由紀夫君） よろしいですか。

はい、鶴山土木管理課長。 

○土木管理課長（鶴山信一君） 交付金事業と

いたしましては、このほか当初予算では道路防

災点検、それと道路附属物点検などを計上いた

しております。 

○委員長（成松由紀夫君） はい、大倉委員。 

○委員（大倉裕一君） はい。その中で道路維

持事業として、この道路路面性状調査を選択さ

れたわけですけど、その選択をされた、そもそ

もの理由というところを、もう少し詳しくお聞

かせいただいていいですか。 

○委員長（成松由紀夫君） はい、鶴山課長。 

○土木管理課長（鶴山信一君） 路面性状調査

につきましては、平成２４年度の経済対策を平

成２５年度で対応いたしまして、そしてまた、

２５年度につきましては、３月の補正でも計上

をいたしております。 

 １回目につきましては主に１級市道、２回目

につきましては２級市道、そすと今回がその他

の市道というようなことで計上をいたしており

ます。 

○委員長（成松由紀夫君） 大倉委員、よろし

いですか。 

○委員（大倉裕一君） はい。 

○委員長（成松由紀夫君） はい、大倉委員。 

○委員（大倉裕一君） 何かやっぱり、市のほ

うとして、道路がやっぱり荒れていると事故が

かなり誘発されるような状況にもあって、緊急

性があるから補正が出たときに集中してやりた

いというような、何かそういうですね、目的と

いいますか、理由があって、今回また補正をお

願いしますというような答弁をちょっと期待し

たんですけど、どうなんでしょうか。そういっ

た形で理解させていただいてよろしいんでしょ

うか。 

○建設部長（市村誠治君） はい、委員長。 

○委員長（成松由紀夫君） はい、市村部長。 

○建設部長（市村誠治君） 大倉委員から今、

お話がありましたが、当然市内の、特に今回の

調査の対象になっとるのが準幹線、生活道路と

いうよりも地域と地域を結ぶ、その他の市道で

も幹線的なものを選んでおります。 

 目視で調査をかけましても、やはり、舗装の

中身、表面のわだちとかですね、やっぱり数値

的に出てくることが必要ということ。それらの

やっぱり資料、今後の維持補修に役に立てるた
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めに、今回、補正をお願いしております。 

 それと、国の経済対策等につきましても、こ

の調査をですね、やって、資料がなければ、補

助対象にならないということがございまして、

その準備ということもありまして、今回、補正

をお願いしております。 

 一応、市内の路線的には、今回の６２路線行

いましたら、あとは道路パトロール等のです

ね、目視で今後点検していきたいなということ

で考えております。 

 以上です。 

○委員長（成松由紀夫君） はい、大倉委員。 

○委員（大倉裕一君） はい。理由については

理解をさせていただきました。 

 この点検の資料、概要を見てみますと、車両

について、私余り見たことがない特殊車両みた

いなんですが、八代市内に保有車があるんでし

ょうか。どちらの車両を計画としてお考えなん

でしょうか。 

○建設部総括審議員兼次長（中山義晴君） は

い、委員長。 

○委員長（成松由紀夫君） はい、中山総括審

議員兼次長。 

○建設部総括審議員兼次長（中山義晴君） 今

の御質問なんですが、この車は計測機器を積ん

だ専用車両になっております。八代というより

も熊本に保有台数があるわけではなくて、大手

の調査会社が日本全国で複数台所有しているも

のを回していただくような形になります。 

 ですから、平成２４年度の補正予算のときに

もそうだったんですが、全国的に調査を一気に

発注をした場合に、この調査車両の手配が少

し、なかなか回ってこないというようなことが

ありまして、結果的に補正予算の繰り越しと

か、そいういうことが生じたことはございまし

た。 

 調査そのものは、これは一般車両と同じ速度

で走ることは可能なんですが、あえて昼間でな

いと調査ができないわけじゃないもんですか

ら、おおむね夜間、調査をやっていることが多

いです。ですから、一般の方がこの車両を目に

されることはほとんどないかと思います。 

○委員（大倉裕一君） はい。 

○委員長（成松由紀夫君） はい、大倉委員。 

○委員（大倉裕一君） はい。今回の補正予算

が通った場合、工期としてはいつぐらいを考え

ていらっしゃるんでしょうか。 

○委員長（成松由紀夫君） はい、鶴山土木管

理課長。 

○土木管理課長（鶴山信一君） 工期につきま

しては、先ほど説明がございましたとおり、全

国的に数台というようなことでございますの

で、年度内、２月ぐらいまでを大体考えたいと

いうことで思っております。 

○委員長（成松由紀夫君） はい、大倉委員。 

○委員（大倉裕一君） はい。それと、今後の

予定の部分で、早急な修繕が必要な箇所という

ことで、補正予算を今、優先順位を判断して計

画的にやっていきますということなんですが、

今回、７５０万円で点検をされる分について

は、翌年度かもしくはそれ以降の補正予算とい

う形で理解させていただいていいですか。 

○建設部総括審議員兼次長（中山義晴君） 委

員長。 

○委員長（成松由紀夫君） はい、中山総括審

議員兼次長。 

○建設部総括審議員兼次長（中山義晴君） 先

ほど担当課長のほうから説明させましたよう

に、これまでも調査はやっております。今回の

補正予算を合わせまして、おおむね八代市内の

幹線市道につきましては、今後、国の交付金を

想定して維持管理をしていきたい路線について

は、１回目の調査が終わります。 

 ただ、舗装というのは使っていきますと経年

劣化、当然何年かごとに次の調査をやりなが

ら、傷んできているその程度を見て、その都度
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対応していかなければなりません。 

 そういうことで、今回の調査で市が管理して

おります、おおむね幹線としての市道の状況は

つかめます。これに基づきまして、平成２６年

の補正予算がもしありましたら、それを契機に

２７年以降も急がれるものから順次対応してい

きたいと考えております。 

○委員（山本幸廣君） 関連、よろしいです

か。はい、委員長。関連ですね。 

○委員長（成松由紀夫君） はい、山本委員。 

○委員（山本幸廣君） 今回の性状調査につい

てはですね、これはもう順次、経済対策の中で

進めてきたと思うんですけども、生活道路も一

緒なんですけども、私、この調査についての予

算というのはもう国のそういうような流れです

から、私は何も言うことはありません。遅くて

（聴取不能）たなというような感じでですね。 

 八代市内全域を上から順に、今回については

その他の市道をですね、という調査の内容であ

りますけども、まあ、見てください。市道の凹

凸、補修、でこぼこ、それから、５０年も６０

年もその舗装工事を最近していない道路という

のは物すごく多いですね。 

 執行部はそれとして、それなりにその把握

を、未整備のところを、舗装のですね、５０

年、６０年、４０年たっているところというの

は、もう調査をしてその数字は出ていると思う

んですね。それをどれだけの、やっぱり本当

の、八代市が明るく元気な快適な環境のやさし

いまちをつくるならば、私は生活道路というの

は一番なんですね。そういうことを比べた中

で、今回のこの路面の性状調査についてはもう

大賛成であります。 

 あとは今後の予定の、今、大倉委員が言われ

た今後の予定の予算づけというのをですね、ど

うやって財政に要求をしていくかということ。

９月からでありますので、９月にこの問題を、

市内一円の道路整備等についてを一般質問した

いと思っておりますけども、やっぱし、これは

ですね、早急に財政部がもう少ししっかり考え

てもらわないかぬと思います。 

 そういう中で、今後の予定というのはやっぱ

り優先順位をつける。それは計画性を持って、

今回の調査をされると。中山審議員が言われた

ように、（｢中山審議員」と呼ぶ者あり）中山

審議員かな。初めてお会いしたもんですから、

名前を忘れましたけども、済みませんね。 

 そういう状況の中で計画性を立てて、この調

査の中でですね、道路の整備をしていかれると

思うんですよ。そこで考えれば、やはり、予算

が伴っていくわけですね。予算については、予

算要求のときにはぜひともですよ、今年度の予

算要求も何かカットされて、３％カットで、ま

だそれにも土木の予算はカットされたような状

況があるわけですから。 

 この経済対策を中央がやっているのに、地方

というの経済対策というのは、やっぱりここら

あたりは優先的じゃありません。ポイント、ポ

イントのですね、予算措置の中で要求したなら

ば要求どおりですね、もらえる、その理論武装

をしておかなければ、なかなか難しいと思うん

ですよ。 

 その理論武装はやっぱし、路面性状調査とい

うのは、これはもう理論武装の特権なんです

よ。これをしっかりですね、調査をしていただ

いて。目視も一緒ですよ。目視はまずはせない

かぬ。あとはこのような、やっぱし専門的な機

種の中でですね、調査をして、後の予算づけ、

今後の予定というのを大事に考えていただきた

いということで、要望でありますけどですね。

答弁要りません。 

 以上です。 

○委員長（成松由紀夫君） はい。ほかにござ

いませんか。 

○委員（大倉裕一君） １点よろしいですか。 

○委員長（成松由紀夫君） はい、大倉委員。 
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○委員（大倉裕一君） はい。１点、要望も含

めて考え方をお聞かせいただきたいと思うんで

すが、せっかくいい調査をされるということ

で、山本議員からもお話がありましたけれど

も、この結果についての公表という部分はどの

ようにお考えでしょうか。 

○建設部長（市村誠治君） よかですか、は

い。 

○委員長（成松由紀夫君） 部長でよろしいで

すか。市村部長。 

○建設部長（市村誠治君） はい。昨年度の経

済対策からこの調査を行っておりまして、まだ

資料が揃っておりません。今回、かけてまとま

るのが年度末ということでですね、それまでに

は先ほど山本委員からありましたが、予算的に

結びつけたいということでですね、整理をする

んですが、その結果次第でですね、今から先、

やっていこうかなとは思っております。今から

先ですね、どうなるかわかりませんけど、頑張

ってはいきたいなと思っております。 

○委員長（成松由紀夫君） 部長、調査の結果

次第の、その……。 

○建設部長（市村誠治君） 公表だったです

ね。済みません。 

○委員長（成松由紀夫君） 予算の話はいいん

です。公表、公表。 

○建設部長（市村誠治君） はい。公表につき

ましてはですね、３月にまとまりますから、ど

のような公表の仕方ができるかですね、委員会

の場所で、議会の場でですね、公表もできると

思っておりますので、その点も含めてですね。 

 あと、校区のですね、ほうにも、こういう箇

所については、こういう状態になっとるから計

画的にやりますよという、それぐらいの説明は

やりたいなと思っております。あと、事故や何

かですね、があってはなりませんからですね、

その点も踏まえて。あと、ひどいところはです

ね、応急の補修でですね、対応したいなと思っ

てます。 

 公表につきましては、今後、検討課題にさせ

ていただきます。 

○委員長（成松由紀夫君） 委員会には報告す

るんじゃないと。 

○建設部長（市村誠治君） 委員会でも報告い

たしますけど、ほかの校区等への、地域の地元

に対してどのような形でするかというのは、今

後の検討課題ということです。 

 よろしくお願いします。 

○委員長（成松由紀夫君） はい。委員会は報

告、一般にはこれから検討ということでござい

ます。 

 はい、大倉委員。 

○委員（大倉裕一君） はい。その検討という

ところでですね、要望になりますけども、やは

り、市民の税金を使っての取り組みということ

になりますので、公表という部分をですね、前

提に検討のほうをですね、進めていただきたい

というふうに要望しておきたいと思います。 

○委員長（成松由紀夫君） はい。ほかにござ

いませんか。 

○委員（幸村香代子君） はい。 

○委員長（成松由紀夫君） はい、幸村委員。 

○委員（幸村香代子君） はい。今のですね、

いろいろお話を聞かせていただいて、２５年度

のですね、調査のところで気になるのが、やは

りこの８.６％の、早急に修繕が必要というふ

うに出ている部分なんですけれども、一概に見

ると、先ほど説明があったように、これが放置

しておくと事故につながるんじゃないかとか、

いろいろ思うんですけれど、そのあたりの今時

点の対応がどうなのかということと、それをど

んなふうに、早急に修繕が必要というのを、ど

んなふうに理解したがいいのかというのを説明

していただいていいですか。 

○建設部総括審議員兼次長（中山義晴君） 委

員長。 
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○委員長（成松由紀夫君） はい、中山総括審

議員兼次長。 

○建設部総括審議員兼次長（中山義晴君） は

い。今回の路面性状調査が始まる以前から、八

代市としては管理しております市道のパトロー

ルを行って、その都度危険箇所については対応

してまいっております。それは今現在も同じよ

うにやっております。 

 今回は、この路面性状調査というのは国のほ

うから交付金等を使って大々的にやる場合に、

１つ客観的な資料として、こういう調査に基づ

いて必要性があるところでないと、交付金の交

付はできませんという条件がつけられておりま

すので、この調査をまず急いで行って、補修が

必要なところを抽出して、これを速やかに補修

に持っていけるように、予算要求等の資料とし

て使っていきたいと考えております。 

○委員長（成松由紀夫君） よろしいですか、

幸村委員。 

○委員（幸村香代子君） はい、いいですか。 

○委員長（成松由紀夫君） はい、幸村委員。 

○委員（幸村香代子君） じゃあ、現状として

は、今のところそのままになっているというふ

うに理解していいですか。 

○委員長（成松由紀夫君） はい、中山総括審

議員兼次長。 

○建設部総括審議員兼次長（中山義晴君） は

い。この１０.５６キロにつきましては、現時

点での予算の中での対応となりますと、具体的

な箇所としてはピックアップしておりません。

ただし、先ほど申しましたように、危険箇所に

ついてはその他の点検等でもその都度対応して

おります。ですから、この中で、路面性状調査

のときに既に危険な状態であれば対応はしてい

るわけなんですが、日常の対応として小規模な

ものは。今後もきちんとした大規模な補修以前

に、例えば小さい穴ぼこが急遽あいたとか、雨

が降ったりするこの時期ですと、そういうこと

は往々にしてございますが、そういうものへの

対応は適宜その都度やってまいります。 

○委員長（成松由紀夫君） よろしいですか、

幸村委員。 

○委員（幸村香代子君） はい。 

○委員長（成松由紀夫君） はい。ほかにござ

いませんか。 

○委員（古嶋津義君） はい。 

○委員長（成松由紀夫君） はい、古嶋委員。 

○委員（古嶋津義君） 調査車両について、ち

ょっとお尋ねしますが。ひび割れ、わだち掘

れ、平坦性。１つの車両で３つできるようであ

りますけれども、６２路線、１２２.５キロメ

ーター、普通の走行速度でいいという話ですか

ら、その１台で調査されるのか、複数台で調査

されるのか。１２２キロぐらいなら１台でも２

日ぐらいで済むのかなと思いますが、その辺の

ところをお聞かせいただきたいと思います。 

○建設部総括審議員兼次長（中山義晴君） は

い、委員長。 

○委員長（成松由紀夫君） はい、中山総括審

議員兼次長。 

○建設部総括審議員兼次長（中山義晴君） は

い。この車両は種類が何種類かあるようです。

高速道路等ですと、時速１００キロで走行しな

がら計測ができる、そういう機種もございま

す。 

 ですから、先ほど申しましたように、市道の

部分につきましては、通常の走行速度でデータ

をとってくるだけですと、できます。とったデ

ータを解析して、どの程度その場所が傷んでい

るかという解析には少々時間がかかりますが、

現場での作業そのものはそれほど時間はかかり

ません。 

 ただし、この車両が特殊な車両で台数が限定

されておりますので、できるだけ早く発注しま

して、想定期間内に調査が完了しますように準

備は早急に進めてまいりたいと思っておりま
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す。 

○委員長（成松由紀夫君） よろしいですか。

はい、ほかにございませんか。 

○委員（山本幸廣君） 委員長、ちょっと関連

でよろしいですか。 

○委員長（成松由紀夫君） はい、山本委員。 

○委員（山本幸廣君） 安全性の面からね、

私、１つお願いしたいのは、どうしても調査す

るときには、うちの担当部の管理者か、それと

も担当の職員かは、その現場で一緒に調査をす

るという、そこらあたりについてはもう決めて

おるんですか。 

○建設部総括審議員兼次長（中山義晴君） は

い、委員長。 

○委員長（成松由紀夫君） はい、中山総括審

議員兼次長。 

○建設部総括審議員兼次長（中山義晴君） は

い。この車両は一般車両の流れの中に、そのま

ま混じって走行しながら計測していける機械な

んだそうです。ですから、発注者側である市の

職員が立ち会うという状況が、現場の測定の安

全管理上は特に要素としては問題ないかと考え

ております。この車両の中に同乗をするとか、

何らかの交通規制を伴うとか、そういう必要性

があるという認識はしておりません。 

○委員（山本幸廣君） 委員長。 

○委員長（成松由紀夫君） はい、山本委員。 

○委員（山本幸廣君） そこらあたりはしっか

り審議員、先方と打ち合わせしながらですね、

八代もいろいろなところがありますね、山間部

から海まで。どんなにその他についても、その

他の市道についてもですよ、狭いところもある

し、広いところもあるし、曲がったり、そして

また、くねったりしたところもありますからで

すね、要は夜であろうがですね、これはもう安

全性をしっかりですね、考えて、なるだけなら

担当もですね、どういうひとつのやっぱり調査

をしているのかという、目視じゃなくしてから

現場で、それはやっぱりその認識するというで

すかね。そういうのも今後のいろんな土木維持

管理の中では必要じゃないかと思いますけど

も、いかがですか。 

○建設部長（市村誠治君） はい。 

○委員長（成松由紀夫君） 市村部長。 

○建設部長（市村誠治君） はい。これらの新

しい、何ちゅうですかね、技術、これは初めて

ですので、やはりうちの職員もその現場で、ど

のような方法でやっとるか、これは担当だけで

はなくですね、そういう技術の研さんという形

から言えば、１回ぐらいは車両を見たり、どの

ような方法でやっとるのか、こういうのは必要

じゃないかなと思っております。 

 ということで、全線ですね、ずっと職員を乗

せるということじゃなくて、研修目的で１回ど

のような形でするかということで職員を立ち会

わせたいなと思っております。（委員山本幸廣

君「はい。御理解いたします。以上です」と呼

ぶ） 

○委員長（成松由紀夫君） よろしいですか。

はい、ほかにございませんか。 

○委員（前川祥子君） はい。 

○委員長（成松由紀夫君） はい、前川委員。 

○委員（前川祥子君） はい。その他の市道で

すけども、これはいわゆる農道といわれる部分

も、この部分の市道に含まれるんでしょうか。 

○建設部長（市村誠治君） はい。 

○委員長（成松由紀夫君） はい、市村建設部

長。 

○建設部長（市村誠治君） 市道認定の路線の

みです、この数字はですね。あと、法定外とか

農道とか林道ございますが、それは含まれてお

りません。 

○委員長（成松由紀夫君） よろしいですか。 

○委員（前川祥子君） はい。 

○委員長（成松由紀夫君） はい、前川委員。 

○委員（前川祥子君） そうしましたら、この
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調査路線数の７１のうち先ほど６２とおっしゃ

いました。これはどこから、どの地域から始め

るとか、何かそういったものもあるんでしょう

か。 

○建設部長（市村誠治君） はい。 

○委員長（成松由紀夫君） はい、市村建設部

長。 

○建設部長（市村誠治君） 今のところ、この

補正に当たりまして、路線は決めております。

市内の幹線、それと各旧町村の区域、路線を選

んでですね、今のところ選定しております。 

○委員（前川祥子君） はい。 

○委員長（成松由紀夫君） はい、前川委員。 

○委員（前川祥子君） そうしましたら、各支

所からの連携という形でも、そういったふうに

どこを調査したほうがいいかというのは、連携

されているということでよろしいですか。 

○委員長（成松由紀夫君） はい、市村建設部

長。 

○建設部長（市村誠治君） その点につきまし

ては、支所と、――建設事務所とですね、打ち

合わせて路線は決定しておりますので。（委員

前川祥子君「はい、わかりました」と呼ぶ） 

○委員長（成松由紀夫君） はい。ほかにござ

いませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） 以上で質疑を終了

します。 

 意見がありましたら、お願いいたします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） よろしいですね。

なければ、これより採決いたします。 

 議案第５４号・平成２６年度八代市一般会計

補正予算・第２号中、当委員会関係分につい

て、原案のとおり決するに賛成の方の挙手を求

めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（成松由紀夫君） 挙手全員と認め、

本案は原案のとおり可決されました。 

                              

◎議案第６２号・八代市手数料条例の一部改正

について 

○委員長（成松由紀夫君） 次に、条例議案の

審査に入ります。 

 議案第６２号・八代市手数料条例の一部改正

についてを議題とし、説明を求めます。 

○建設部長（市村誠治君） はい、委員長。 

○委員長（成松由紀夫君） はい、市村建設部

長。 

○建設部長（市村誠治君） 続きまして、本委

員会に付託されました議案第６２号・八代市手

数料条例の一部改正について、羽多野首席審議

員兼建築指導課長に説明させますので、よろし

くお願いいたします。 

○委員長（成松由紀夫君） はい、羽多野首席

審議員兼建築指導課長。 

○建設部首席審議員兼建築指導課長（羽多野俊

光君） はい。おはようございます。（｢おは

ようございます」と呼ぶ者あり） 

 建築指導課長の羽多野でございます。座って

説明させていただきます。 

○委員長（成松由紀夫君） どうぞ。 

○建設部首席審議員兼建築指導課長（羽多野俊

光君） 議案書の３９ページをお開きくださ

い。 

 資料としまして、Ａ４版の新旧対照表をお配

りしておりますので、御確認をお願いいたしま

す。 

 では、説明いたします。 

 資料の新旧対照表にありますとおり、八代市

手数料条例第２条、低炭素建築物新築等計画に

関する認定申請または変更認定申請手数料の別

表第１６の備考の部分の一部を改正するもので

ございます。 

 改正の内容としましては、エネルギーの使用

の合理化に関する法律、通称省エネ法と言って
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おりますが、それがエネルギーの使用の合理化

等に関する法律、等がつけ加えられ、法律の題

名が改称されたことに伴い、手数料条例中に同

法律が引用されていることから、改正するもの

でございます。 

 このつけ加えられました、等の内容でござい

ますが、電気の需要の平準化のことでございま

して、省エネ法の目的に位置づけられたことか

ら、題名が改称されたというものでございま

す。 

 この電気の需要の平準化ですが、電気の需要

量の季節や時間帯による変動を縮小させること

を言います。電気の消費量には山、ピークと、

谷、ボトムがありまして、この山と谷の差を縮

めるためには山を低くし、谷底を持ち上げると

いうことで、３つの対策があります。 

 １つ目はピークシフトといって、工場などの

操業日や時間を計画的にずらしたり、蓄熱を利

用し昼間利用する、冷暖房の熱を夜間に抑える

方法。 

 ２つ目はピークカットですね。ピーク電力を

抑えるために、電気の利用を調整する方法。冷

房の設定温度を低すぎないように設定するだと

かです。 

 ３つ目がボトムアップ。電気消費の少ない深

夜に電気を有効に使用する方法。エコキュート

や深夜電気温水器などに利用するなどでござい

ます。 

 以上、八代市手数料条例の一部改正について

の説明でございます。よろしくお願いいたしま

す。 

○委員長（成松由紀夫君） それでは、以上の

部分について質疑を行います。 

 質疑ございませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） よろしいですか。

なければ、以上で質疑を終了いたします。 

 意見がありましたら、お願いいたします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） なければ、これよ

り採決をいたします。 

 議案第６２号・八代市手数料条例の一部改正

について、原案のとおり決するに賛成の方の挙

手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（成松由紀夫君） 挙手全員と認め、

本案は原案のとおり可決されました。 

                              

◎陳情第２号・環境センター施設整備事業に伴

う管工事の発注について 

○委員長（成松由紀夫君） 次に、請願・陳情

の審査に入ります。今回、当委員会に付託とな

っておりますのは、陳情１件であります。 

 それでは、陳情第２号・環境センター施設整

備事業に伴う管工事の発注についてを議題とい

たします。 

 要旨は、文書表のとおりでありますが、念の

ため、書記に朗読いたさせます。 

○書記（松本和美君） （書記、朗読） 

○委員長（成松由紀夫君） はい。それでは、

本陳情について質疑、御意見等はございません

か。 

○委員（古嶋津義君） はい。 

○委員長（成松由紀夫君） はい、古嶋委員。 

○委員（古嶋津義君） 陳情者の願意、地場産

業の育成ということは十分に理解をするところ

でありますが、その下に八代市管工事業協同組

合の会員の優先発注とありますが、その管工事

組合のほうにはどのくらい、全員入っていらっ

しゃるんですか。その辺のところを担当課のほ

うにちょっとお尋ねをさせていただきますか。 

○委員長（成松由紀夫君） はい。それでは、

担当課を呼んで、説明をいたさせます。 

 小会いたします。 

（午前１０時３６分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 
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（午前１０時３７分 本会） 

○委員長（成松由紀夫君） 本会に戻します。 

 それでは、よろしいですか。 

○総務部首席審議員兼契約検査課長（山本洋治

君） 委員長。 

○委員長（成松由紀夫君） はい、山本首席審

議員兼契約検査課長。 

○総務部首席審議員兼契約検査課長（山本洋治

君） 契約検査課の山本でございます。座らせ

ていただいて説明いたしますので、どうぞよろ

しくお願いいたします。 

 この管工事業協同組合の会員の数ということ

でございますけれども、現在、全部でうちに届

け出があっている指名願いの中から申しますと

１９者でございます。 

 以上です。 

○委員長（成松由紀夫君） １９者。その中身

についても少し触れてください。 

○総務部首席審議員兼契約検査課長（山本洋治

君） はい。委員長。 

○委員長（成松由紀夫君） はい、山本課長。 

○総務部首席審議員兼契約検査課長（山本洋治

君） 管工事につきましては、Ａランク、Ｂラ

ンクという階級づけをいたしております。Ａラ

ンクといいますのは、設計金額が１０００万円

以上の金額についての部分でございますけど

も、これにつきまして全体で１５者ございま

す。そのうちの１２者がこの組合の会員でござ

います。Ｂランクは設計金額が１０００万円未

満の工事でございますが、こちらが全体で５６

者ございます。このうちの７者が組合の会員で

ございます。 

 以上でございます。 

○委員長（成松由紀夫君） はい、古嶋委員。 

○委員（古嶋津義君） はい。ただいま説明を

聞き、全部で七十何者あっとか、（｢７１者」

と呼ぶ者あり）７１者の中で１９者が管工事業

協同組合の会員さんということでありますが、

八代市全体から考えれば、管工事されている業

者さん７１者あるということでありますので、

まだ地場産業の育成という点からいえばです

ね、そこだけに優先に発注、優先発注という文

言もちょっと問題かなと思いますが、その辺の

ところは少し、まだこの環境センター自体もも

う少しありますので、少し時間を置いていただ

いて検討をしていけばいかがかと思いますが。 

 以上でございます。 

○委員長（成松由紀夫君） 継続ということで

すね。 

○委員（古嶋津義君） そうです。 

○委員長（成松由紀夫君） はい。ほかにござ

いませんか。 

○委員（大倉裕一君） よろしいですか。 

○委員長（成松由紀夫君） はい、大倉委員。 

○委員（大倉裕一君） はい。せっかく環境セ

ンター建設課からもおいでですので。 

 この前、５月１日に入札公告が出ましたけれ

ども、プラント建設に伴って、その管工事の発

注の仕方という、プラントのほうになるんだと

思いますけれども、メーカーさんのほうになる

んだと思いますが、そこの条文といいますか、

条件としては地元発注というのは何かうたって

ありますでしょうか。 

○環境センター建設課長（山口 剛君） は

い。 

○委員長（成松由紀夫君） はい、山口環境セ

ンター建設課長。 

○環境センター建設課長（山口 剛君） は

い。プラント関係の工事に関します地元業者さ

んへのかかわり方というような御質問でよろし

いでしょうか。 

 まず、現在、入札公告をしておりますエネル

ギー回収施設、こちらのほうでございますけど

も、こちらのプラントのほうは今現在ＤＢＯの

募集をしておりますが、そちらのほうで中身の

ほうをどういった設備が入ってくるかというの
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が、入札の段階でわかってまいります。 

 それで、どの業者が一番いいかということで

業者が決定するわけですけれども、その段階、

決定段階におきましては、地元業者さんをある

程度使っていただくというような市の方針もご

ざいますので、そちらのほうは入札の非価格要

素、そちらのほうで判断をさせていただくとい

うことにしております。 

 ですから、なるべく地元を使えるところは、

地元を使っていただきたいということでしてお

りますけれども、どの部分について地元がかか

わってこれるかというのはシステム次第によっ

て変わってきますので、現在のところではまだ

はっきりいたしておりません。 

○委員長（成松由紀夫君） はい。大倉委員、

陳情・請願の中身について質問してください。

大倉委員。 

○委員（大倉裕一君） はい。中身と思って確

認をさせていただいたつもりでおります。私の

ほうもですね、方針としては、市のほうは地元

発注に心がけたいということでおられると思う

んですけども、この中に会員という部分です

ね、組合会員に対する優先という部分につい

て、ちょっともう少し勉強させていただきたい

という思いがありますので、継続のほうでお願

いできればと思います。 

○委員長（成松由紀夫君） はい。ほかにござ

いませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） はい。それでは小

会いたします。 

（午前１０時４３分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１０時４７分 本会） 

○委員長（成松由紀夫君） それでは、本会に

戻します。 

 なければ、これより採決をいたします。 

 採決は挙手により行いますが、挙手しない者

は反対とみなします。 

 陳情第２号・環境センター施設整備事業に伴

う管工事の発注については、継続審査とするに

賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（成松由紀夫君） 挙手全員と認め、

本件は継続審査とすることに決しました。 

 以上で付託されました案件の審査は全部終了

いたしました。 

 お諮りいたします。 

 委員会報告書及び委員長報告の作成について

は、委員長に御一任願いたいと思いますが、こ

れに御異議ありませんか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） 御異議なしと認

め、そのように決しました。 

                              

◎所管事務調査 

・都市計画・建設工事に関する諸問題の調査 

・生活環境に関する諸問題の調査 

○委員長（成松由紀夫君） 次に、当委員会の

所管事務調査２件を一括議題とし、調査を進め

ます。 

 当委員会の所管事務調査は、都市計画・建設

工事に関する諸問題の調査、生活環境に関する

諸問題の調査、以上の２件です。 

 何かありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員（幸村香代子君） １点。 

○委員長（成松由紀夫君） はい、幸村委員。 

○委員（幸村香代子君） はい。実は前回のこ

の視察のときに、老朽家屋の対策があって、国

が税金のですね、改正をしてくるだろうという

ふうな動きがあるというようなお話だったんで

すが、ちょっとその動きがよくわからないの

で、どうできるかはあるんですけど、それに対

してですね、やっぱり非常にその問題という

か、課題が大きいというのはあるので、国に対
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して積極的にですね、その法改正を進めるよう

な意見書の提出というのを委員会としてできな

いかというのを思います。 

 今議会で間に合わなければ、国の動きが今ど

うなっているのかがあるので、次回の委員会ま

ででも少し検討して、委員会からの委員会発議

という形でできないかなというのを検討いただ

ければと思うのですが。 

○委員長（成松由紀夫君） はい。承りまし

た。 

○委員（幸村香代子君） はい。 

○委員長（成松由紀夫君） ほかにございませ

んか。よろしいですか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） なければ、以上で

所管事務調査２件についての調査を終了しま

す。 

 次に、閉会中の継続審査及び調査の件につい

てお諮りいたします。 

 所管事務調査２件及び陳情１件については、

なお審査及び調査を要すると思いますので、引

き続き閉会中の継続審査及び調査の申し出をい

たしたいと思いますが、これに御異議ありませ

んか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） なければ、御異議

なしと認め、そのように決しました。 

 以上で、本日の委員会の日程は全部終了いた

しました。 

 これをもちまして、建設環境委員会を散会い

たします。 

（午前１０時５０分 閉会） 
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